
 

1 

 

【
長
崎
市
長
崎
学
研
究
所
活
動
報
告
】 

 

一 
長
崎
市
長
崎
学
研
究
所
に
つ
い
て 

設 
 

立
：
平
成
二
八
年
四
月
一
日 

場 
 

所
：
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
研
究
室
内 

（
〒
八
五
〇
‐
〇
〇
〇
七
、
長
崎
市
立
山
一
‐
一
‐
一
） 

連 

絡 

先
：
電
話
番
号 
〇
九
五
‐
八
一
八
‐
八
三
八
八 

F

A

X 
 

〇
九
五
‐
八
一
八
‐
八
三
七
七 

E
‐
m

a

i

l
：n

a
g
a
sa

k
ig

a
k

u
k

en
k

y
u

@
city.n

a
g
a
sa

k
i.lg

.jp
 

 

二 

職
員
体
制 

所
長
、
係
長
、
学
芸
員
一
人
、
会
計
年
度
任
用
職
員
一
人
の
計
四
人
で
活
動 

所 
 

長
：
赤
瀬 

浩 
 

（
あ
か
せ 

ひ
ろ
し
） 

係 
 

長
：
德
永 

宏 
 

（
と
く
な
が 

ひ
ろ
し
） 

学 

芸 

員
：
入
江 

清
佳 

（
い
り
え 

さ
や
か
） 

会
計
年
度
任
用
職
員
：
下
村 

美
夕
紀
（
し
も
む
ら 

み
ゆ
き
） 

 

三 

事
業
内
容 

① 

調
査
研
究
事
業 

調
査
研
究
活
動
対
象
施
設 

・
市
内
個
人
宅
（
令
和
三
年
五
月
三
一
日
） 

・
料
亭
青
柳
（
令
和
三
年
六
月
四
日
） 

・
長
崎
市
秘
書
課
（
令
和
三
年
五
月
二
七
日
） 

・
長
崎
市
消
防
局
（
令
和
三
年
六
月
九
日
） 

・
長
崎
市
中
央
公
民
館
（
令
和
三
年
七
月
二
〇
日
） 

・
林
家
木
久
扇
氏
聞
き
取
り
（
令
和
三
年
八
月
三
日
） 

・
市
内
個
人
宅
（
令
和
三
年
八
月
六
日
） 

・
長
崎
市
野
口
彌
太
郎
記
念
美
術
館
（
令
和
三
年
一
一
月
九
日
） 

・
市
内
個
人
宅
（
令
和
三
年
一
二
月
一
五
日
） 

 

② 

普
及
啓
発
事
業 

（
一
）
長
崎
市
長
崎
学
研
究
所
紀
要
『
長
崎
学
』 

年
に
一
回
、
長
崎
学
に
関
連
す
る
研
究
論
文
集
を
刊
行
・
公
開
す
る
。
内
容
は
、

長
崎
市
長
崎
学
研
究
所
紀
要
『
長
崎
学
』
第
六
号
掲
載
の
と
お
り
。 

 

（
二
）
長
崎
学
研
究
発
表
会 

長
崎
学
に
関
す
る
研
究
成
果
の
公
開
を
目
的
と
し
て
、研
究
成
果
発
表
会
を
実
施
、

四
人
が
研
究
発
表
し
た
。
報
告
後
、
各
人
の
研
究
内
容
に
つ
い
て
は
、
当
該
分
野
に

造
詣
が
深
い
大
学
教
員
に
よ
る
、
一
括
し
た
形
で
の
総
括
・
講
評
を
行
っ
た
。 

日 
 

時
：
令
和
四
年
二
月
一
一
日
（
金
・
祝
）
一
三
時
〇
〇
分
～
一
六
時
四
〇

分 

場 
 

所
：
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
一
階
ホ
ー
ル 

研
究
報
告
：
①
中
村 

秀
汰 

氏
（
長
崎
県
立
大
学
佐
世
保
校
地
域
創
造
学
部 

公
共
政
策
学
科
３
年
生
） 

「
二
宮
又
兵
衛
の
暗
殺
と
対
馬
藩
」 

②
金 

成
根 

氏
（
長
崎
純
心
大
学
人
文
学
部
講
師
） 

 
 
 
 
 

「
日
本
・
中
国
の
ミ
ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
」 

③
田
中 

学 

氏
（
長
崎
市
役
所
文
化
観
光
部
文
化
財
課
主
事
） 

 
 
 
 
 

「
考
古
学
か
ら
み
た
近
世
港
湾
都
市
長
崎
の
発
達
過
程
」 

④
吉
良 

史
明 

 

氏
（
長
崎
大
学
教
育
学
部 

准
教
授
） 

「
近
世
後
期
長
崎
に
お
け
る
異
文
化
融
合
の
内
実
」 

 
講
評
：
片
岡 

瑠
美
子 

氏
（
長
崎
純
心
大
学
長
） 

 

参
加
人
数
：
三
五
人
（
オ
ン
ラ
イ
ン
） 
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（
三
）
長
崎
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
理
事
会 

【
別
表
一
：
長
崎
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
理
事
名
簿
】 

長
崎
学
研
究
所
を
拠
点
と
し
て
大
学
、
博
物
館
、
郷
土
史
研
究
団
体
、
長
崎
県
を

は
じ
め
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
。
各
団
体
間
の
連
携
と
協
働
を
目
的
と

し
て
、
年
六
回
「
長
崎
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
理
事
会
」
を
開
催
し
た
。 

 

・
第
一
回
理
事
会 

日 
 

時
：
令
和
三
年
四
月
八
日
（
木
）
一
八
時
〇
〇
分
～
一
九
時
一
五
分 

出 
 

席
：
一
三
団
体
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
団
体
：
一
三
団
体
） 

内 
 

容
：
構
成
団
体
の
人
事
異
動
及
び
動
向
報
告
、
長
崎
県
郷
土
資
料
セ
ン
タ
ー

建
設
工
事
に
伴
う
諸
問
題
に
関
す
る
意
見
交
換 

 

・
第
二
回
理
事
会 

日 
 

時
：
令
和
三
年
六
月
三
日
（
木
）
一
八
時
〇
〇
分
～
一
九
時
一
五
分 

出 
 

席
：
一
四
団
体
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
団
体
：
一
四
団
体
） 

内 
 

容
：
各
団
体
主
催
行
事
に
つ
い
て
情
報
交
換 

 

・
第
三
回
理
事
会 

日 
 

時
：
令
和
三
年
八
月
五
日
（
木
）
一
八
時
〇
〇
分
～
一
九
時
一
五
分 

出 
 

席
：
一
四
団
体
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
団
体
：
一
四
団
体
） 

内 
 

容
： 

各
団
体
の
動
向
報
告
、
長
崎
市
歴
史
民
俗
資
料
館
資
料
、
長
崎
県
郷

土
資
料
セ
ン
タ
ー
の
機
能
に
関
す
る
意
見
交
換 

 

・
第
四
回
理
事
会 

日 
 

時
：
令
和
三
年
十
月
一
四
日
（
木
）
一
八
時
〇
〇
分
～
一
九
時
一
五
分 

出 
 

席
：
一
二
団
体
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
団
体
：
一
二
団
体
） 

内 
 

容
： 

各
団
体
の
動
向
報
告
、
長
崎
市
歴
史
民
俗
資
料
館
資
料
整
理
、
長
崎

県
郷
土
資
料
セ
ン
タ
ー
の
機
能
、長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

に
関
す
る
意
見
交
換 

 

・
第
五
回
理
事
会 

日 
 

時
：
令
和
三
年
十
二
月
二
日
（
木
）
一
八
時
〇
〇
分
～
一
九
時
一
五
分 

出 
 

席
：
一
二
団
体
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
団
体
：
一
二
団
体
） 

内 
 

容
： 

各
団
体
の
動
向
報
告
、
長
崎
市
歴
史
民
俗
資
料
館
資
料
整
理
、
長
崎
歴

史
文
化
博
物
館
か
ら
郷
土
資
料
セ
ン
タ
ー
へ
の
刊
本
移
管
に
関
す
る

意
見
交
換 

 

・
第
六
回
理
事
会 

日 
 

時
：
令
和
四
年
二
月
三
日
（
木
）
一
八
時
〇
〇
分
～
一
九
時
一
五
分 

出 
 

席
：
一
一
団
体
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
団
体
：
一
一
団
体
） 

内 
 

容
：
各
団
体
の
動
向
報
告
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
か
ら
郷
土
資
料
セ
ン
タ

ー
へ
の
刊
本
移
管
、
木
村
理
事
が
時
代
考
証
を
担
当
し
たN

H
K

時
代

劇
「
わ
げ
も
ん
」
に
関
す
る
意
見
交
換 

 

（
四
）
長
崎
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
公
開
学
習
会 

長
崎
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
団
体
の
理
事
、
会
員
及
び
学
生
を
含
め
た
長
崎
学
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
構
成
員
を
対
象
に
、
日
頃
の
研
究
成
果
を
報
告
・
還
元
す
る
機
会

を
設
け
る
。 

最
新
の
研
究
に
つ
い
て
講
師
を
招
聘
し
、
そ
の
成
果
を
共
有
す
る
こ
と
と
し
、
長

崎
学
の
深
化
、
振
興
及
び
後
継
者
の
育
成
に
つ
な
げ
て
ゆ
く
。 

な
お
、
公
開
学
習
会
に
つ
い
て
は
、
長
崎
学
の
普
及
啓
発
の
一
環
と
し
て
、
右
の

参
加
資
格
者
に
加
え
、
広
く
一
般
か
ら
も
出
席
を
募
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

令
和
三
年
度
は
合
計
五
回
の
公
開
学
習
会
を
開
催
し
た
。 
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・
第
一
回 

公
開
学
習
会 

題 
 

目
：
長
崎
の
遠
い
記
憶
―
四
五
〇
年
前
を
ふ
り
返
る 

日 
 

時
：
令
和
三
年
五
月
一
四
日
（
金
）
一
八
時
〇
〇
分
～
二
〇
時
〇
〇
分 

会 
 

場
：
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催 

参

加

費
：
無
料 

講 
 

師
：
増
﨑 

英
明 

先
生
（
佐
世
保
市
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
理
事
長
兼
院
長
） 

概 
 

要
：
長
崎
開
港
と
い
う
出
来
事
が
長
崎
の
町
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら

し
、
現
在
の
我
々
が
暮
ら
す
街
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い

て
、
長
崎
大
学
病
院
病
院
長
や
長
崎
大
学
附
属
図
書
館
長
を
歴
任
さ
れ

文
学
に
も
造
詣
の
深
い
講
師
に
、
医
学
的
な
見
地
も
踏
ま
え
て
報
告
い

た
だ
い
た
。 

参
加
人
数
：
オ
ン
ラ
イ
ン
二
六
人
（
う
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
理
事
…
五
人
） 

 

・
第
二
回 

公
開
学
習
会 

題 
 

目
：
幕
末
長
崎
の
第
二
開
港
の
意
義
に
つ
い
て 

― 
 

古
写
真
・
洋
学
資
料
・
学
校
史
か
ら
考
え
る 

― 

日 
 

時
：
令
和
三
年
七
月
二
九
日
（
木
）
一
八
時
〇
〇
分
～
二
〇
時
〇
〇
分 

会 
 

場
：
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
一
階
ホ
ー
ル 

参

加

費
：
無
料 

講 
 

師
：
姫
野 

順
一
先
生
（
長
崎
外
国
語
大
学
学
長
） 

概 
 

要
：
新
自
由
主
義
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
安
政
の
開
港
以
来
長
崎
が
た
ど
っ

て
き
た
歴
史
を
古
写
真
で
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
日
本
が
近
世
鎖
国
期

か
ら
長
崎
を
通
じ
て
洋
学
の
受
容
を
継
続
し
て
き
た
こ
と
が
、
開
国
後

も
切
れ
目
な
く
新
た
な
技
術
や
学
問
の
導
入
を
可
能
に
し
た
こ
と
を

指
摘
さ
れ
る
。
今
後
、
国
民
国
家
が
グ
ロ
ー
バ
ル
世
界
に
お
い
て
い
か

に
多
様
性
の
調
和
を
維
持
し
て
い
く
べ
き
か
に
つ
い
て
の
方
策
を
示

さ
れ
た
。 

参
加
人
数
：
会
場
二
四
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
一
九
人
（
う
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
理
事

…
七
人
） 

 

・
第
三
回 

公
開
学
習
会 

題 
 

目
：
長
崎
開
港
四
五
〇
年 

世
界
を
結
ぶ
海
の
駅
長
崎
を
往
来
す
る
人
々 

日 
 

時
：
令
和
三
年
九
月
一
〇
日
（
金
）
一
四
時
三
〇
分
～
一
六
時
三
〇
分 

会 
 

場
：
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催 

参

加

費
：
無
料 

講 
 

師
：
片
岡 

瑠
美
子 

先
生
（
長
崎
純
心
大
学
長
） 

概 
 

要
：
長
崎
開
港
後
に
こ
こ
か
ら
海
外
へ
渡
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
の
渡
航
先

で
の
活
動
に
つ
い
て
御
報
告
い
た
だ
い
た
。 

参
加
人
数
：
オ
ン
ラ
イ
ン
二
二
人
（
う
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
理
事
…
四
人
） 

※
当
回
は
、
長
崎
純
心
大
学
博
物
館 

長
崎
学
講
座
と
共
同
で
実
施
し
た
。 

 

・
第
四
回 

公
開
学
習
会 

題 
 

目
：
伊
勢
御
師
の
文
書
か
ら
見
た
江
戸
初
期
の
長
崎 

 
 
 
 
 
 
 
 

― 

町
の
成
立
・
信
仰
・
経
済 

― 

日 
 

時
：
令
和
三
年
一
一
月
一
九
日
（
金
）
一
八
時
〇
〇
分
～
二
〇
時
〇
〇
分 

会 
 

場
：
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
一
階
ホ
ー
ル 

参

加

費
：
無
料 

講 
 

師
：
久
田
松 

和
則 

氏
（
富
松
神
社
宮
司
） 

概 
 

要
：
慶
長
年
間
か
ら
始
ま
っ
た
長
崎
町
衆
の
伊
勢
参
宮
を
通
じ
て
、
長
崎
の

町
の
成
立
、
町
衆
の
信
仰
、
参
宮
を
支
え
た
経
済
、
唐
船
貿
易
と
の
関

係
な
ど
、ま
た
伊
勢
宮
鎮
座
の
背
景
に
あ
っ
た
特
殊
な
信
仰
に
つ
い
て

御
報
告
い
た
だ
い
た
。 

参
加
人
数
：
会
場
四
六
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
一
八
人
（
う
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
理
事

…
二
人
） 
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・
第
五
回 

公
開
学
習
会 

題 
 

目
：
南
蛮
貿
易
の
大
村
領
誘
致
の
背
景  

― 

大
友
宗
麟
の
思
惑
と
国
内
流
通
ル
ー
ト 

― 

日 
 

時
：
令
和
四
年
一
月
三
〇
日
（
日
）
一
四
時
〇
〇
分
～
一
六
時
〇
〇
分 

会 
 

場
：
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催 

参

加

費
：
無
料 

講 
 

師
：
岡 
美
穂
子 

先
生
（
東
京
大
学
大
学
院
准
教
授
） 

概 
 

要
：
一
五
六
二
年
の
横
瀬
浦
開
港
に
は
大
友
宗
麟
の
大
き
な
決
断
が
働
い
た

可
能
性
を
提
示
し
、そ
の
後
の
長
崎
か
ら
上
方
へ
と
至
る
貿
易
品
の
流

通
経
路
の
実
態
を
考
え
る
こ
と
で
、九
州
北
部
全
体
の
経
済
的
活
況
を

「
街
道
」
か
ら
検
討
し
た
研
究
成
果
に
つ
い
て
御
報
告
い
た
だ
い
た
。 

参
加
人
数
：
オ
ン
ラ
イ
ン
五
〇
人
（
う
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
理
事
…
三
人
） 

 

③ 

後
継
者
の
育
成
事
業 

（
一
）
長
崎
学
児
童
研
究
コ
ン
ク
ー
ル 

 

長
崎
市
に
関
わ
る
歴
史
、
地
理
、
伝
統
な
ど
の
研
究
を
通
し
て
、
郷
土
に
対
す
る

関
心
を
高
め
、
郷
土
の
歴
史
や
文
化
を
大
切
に
す
る
心
情
を
養
う
と
と
も
に
、
児
童

の
郷
土
研
究
を
顕
彰
す
る
。 

 

応
募
資
格
：
長
崎
市
内
の
小
学
生 

内 
 

容
：
長
崎
市
の
各
地
域
の
歴
史
・
地
理
・
伝
統
・
人
物
等
の
研
究
作
品 

募
集
期
間
：
令
和
三
年
一
一
月
一
日
（
月
）
～
令
和
三
年
一
二
月
一
五
日
（
水
） 

応
募
校
数
：
一
一
校 

応
募
作
品
：
三
一
三
点 

審
査
結
果
：
長
崎
市
長
賞
一
点
、
長
崎
市
教
育
長
賞
一
点
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館

長
賞
一
点
、
長
崎
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
賞
一
点
、
長
崎
外
国
語
大
学

長
賞
一
点
、
入
選
一
二
点
、
奨
励
賞
一
六
点
、
学
校
賞
一
校 

作
品
展
示
：
令
和
四
年
二
月
七
日
（
月
）
～
二
月
一
三
日
（
日
）
の
期
間
、
入
選
以

上
の
作
品
一
七
点
を
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
に
て
展
示 

  

四 

職
員
に
よ
る
講
演
・
講
師
実
績 

実
施
回
数
：
二
三
回 

聴
講
人
数
：
七
七
三
人
（
延
人
数
、
令
和
四
年
三
月
一
日
時
点
） 

主
催
団
体
：
九
州
藝
術
学
会
、
長
崎
純
心
大
学
、
N

P

O
法
人
長
崎
史
談
会
、
長
崎

開
港
四
五
〇
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
、
長
崎
商
工
会
議
所
、
椙
山

女
学
園
な
ど
一
八
団
体 

題 
 

目
：「
長
崎
開
港
と
「
オ
ー
ル
ド
長
崎
」」「
長
崎
の
風
習
と
年
中
行
事
」「
長

崎
に
残
る
中
国
の
面
影
」「
野
口
彌
太
郎
《
長
崎
の
風
》
の
変
遷
」
な
ど

二
〇
テ
ー
マ 

 

五 

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
対
応
実
績 

件 
 

数
：
一
一
四
件
（
令
和
四
年
三
月
一
日
時
点
） 

内 
 

容
： 

「
長
崎
の
町
屋
に
つ
い
て
」、「
長
崎
開
港
に
つ
い
て
」、「
長
崎
の
方

言
に
つ
い
て
」、「
長
崎
の
民
謡
に
つ
い
て
」、
観
光
雑
誌
の
内
容
校
正
な

ど 

内 
 

訳
：
大
学
関
係
一
件
、
メ
デ
ィ
ア
四
六
件
、
企
業
三
件
、
学
生
二
件
、 

一
般
二
五
件
、
他
自
治
体
三
件
、
庁
内
三
四
件 
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六 

メ
デ
ィ
ア
媒
体
へ
の
取
材
協
力
及
び
出
演 

件 
 

数
：
二
七
件 

取
材
内
容
：
長
崎
開
港
四
五
〇
周
年
に
関
す
る
解
説
、
開
港
四
五
〇
周
年
記
念
企
画

展
「
野
口
彌
太
郎
と
港
の
風
景
」
取
材
、
第
六
回
長
崎
学
児
童
研
究
コ
ン
ク
ー
ル
に

つ
い
て
、
紀
要
『
長
崎
学
』
第
五
号
発
行
、
精
霊
流
し
解
説 

な
ど 

掲
載
媒
体
：
長
崎
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
朝
日
新
聞
、
N

H

K
長
崎
放
送
局
、
長
崎
放

送
（
N

B

C
）、
テ
レ
ビ
長
崎
（
K

T

N
）、
長
崎
ケ
ー
ブ
ル
メ
デ
ィ

ア
（
N

C

M
） 

計
七
媒
体 

 

七 

学
会
・
学
校
等
へ
の
協
力 

件 
 

数
：
四
件 

① 

長
崎
市
立
桜
町
小
学
校
「
は
じ
め
よ
う
！
長
崎
学
（
総
合
学
習
）」（
令
和
三
年 

 

六
月
一
八
日
（
金
）） 

② 

長
崎
市
立
西
泊
中
学
校
「
シ
ー
ボ
ル
ト
と
長
崎
」（
令
和
三
年
一
一
月
九
日
（
火
）） 

③ 

椙
山
女
学
園
高
等
学
校
修
学
旅
行
長
崎
市
内
研
修
（
令
和
三
年
一
一
月
一
六
日

（
火
）
～
一
七
日
（
水
）、
長
崎
游
学
の
会
（
山
口
広
助
代
表
）
と
の
協
働
事
業
） 

④ 

長
崎
市
立
西
坂
小
学
校
「
西
坂
小
の
校
区
の
歴
史
」（
令
和
四
年
一
月
二
六
日

（
水
）） 

 

八 

外
部
団
体
発
行
刊
行
物
へ
の
掲
載 

・
赤
瀬 

浩
「
蝶
々
さ
ん
と
ピ
ン
カ
ー
ト
ン
を
結
び
付
け
た
長
崎
の
マ
ッ
チ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
」（
新
国
立
劇
場
「
マ
ダ
ム
・
バ
タ
フ
ラ
イ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
二

〇
二
一
年
） 

・
赤
瀬 

浩
「
長
崎
丸
山
遊
廓
―
愛
と
金
を
め
ぐ
る
物
語
」（『
時
空
旅
人
「
遊
廓
」』

V
o
l.

六
六
、
三
栄
書
房
、
二
〇
二
一
年
） 

   

【
別
表
一
】
長
崎
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
理
事
名
簿
（
令
和
四
年
三
月
一
日
時
点
） 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 No. 

長
崎
市
長
崎
学
研
究
所 

長
崎
近
世
文
書
研
究
会 

長
崎
游
学
の
会 

長
崎
市
文
化
財
課 

長
崎
近
代
化
遺
産
研
究
会 

長
崎
の
風 

長
崎
史
談
会 

長
崎
県
文
化
振
興
・
世
界
遺
産
課 

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館 

長
崎
外
国
語
大
学 

活
水
女
子
大
学 

長
崎
総
合
科
学
大
学 

長
崎
純
心
大
学 

長
崎
県
立
大
学 

長
崎
大
学 

団
体
名 

赤
瀬 

浩 

新
名 

規
明 

山
口 

広
助 

濵
口 

一
成 

宮
川 

雅
一 

黒
田 

雄
彦 

原
田 

博
二 

土
井
口 

章
博 

水
嶋 

英
治 

石
川 

昭
仁 

湯
口 

隆
司 

池
上 

国
広 

片
岡 

瑠
美
子 

木
村 

務 

河
野 

茂 

代
表
者 

赤
瀬 

浩 

村
崎 

春
樹 

山
口 

広
助 

濵
口 

一
成 

菊
森 

淳
文 

黒
田 

雄
彦 

大
田 

由
紀 

齋
藤 

義
朗 

水
嶋 

英
治 

姫
野 

順
一 

細
井 

浩
志 

木
永 

勝
也 

片
岡 

瑠
美
子 

松
尾 

晋
一 

木
村 

直
樹 

理 

事 


